
















































































































































































































































































































































































































































































































































Peter Bromley, Countryside Management, E. & F. N. SPON, 1990.
People Chater? Forty years of the National Parks and Access to the 
























































































































































松方義三郎 （別名三郎）同盟通信編集局長，登山家 ○ ○
武田久吉 元大学教授（植物学） ○ ○ ○
本田正次 東大教授（植物学） ○ ○ ○
鏑木外岐雄 東大教授（動物学） ○ ○ ○
雨宮育作 東大教授（農水産学）
三浦伊八郎 元東大教授（林学），日本山林会理事長 ○
田中啓爾 立正大教授（地理学） ○ ○
辻村太郎 東大教授（地理学） ○ ○ ○
榧木寛之 東大講師（土木学）












































































































































































































































































































































田村剛 厚生省嘱託 ○ ○ ○

























鏑木外岐雄 東大教授（動物学） ○ ○ ○
岸田日出刀 東大教授（建築学） ○ ○
谷川徹三 法政大学教授（哲学） ○
関口　泰 元文部官僚､公民教育学者 ○ ○
武田久吉 元大学教授（植物学），日本山岳会会長 ○ ○ ○
辻村太郎 東大教授（地質学） ○ ○ ○
本田正次 東大教授（植物学） ○ ○ ○
三浦伊八郎 元東大教授（林学），日本山林会理事長 ○ ○
雨宮育作 東大教授（農水産学） ○






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































武田久吉 理学博士・日本山岳会会長 ○ ○
谷川徹三 法政大学教授，哲学者 ○
鏑木外岐雄 理学博士・東大教授 ○ ○
辻村太郎 理学博士・東大教授・日本山岳会名誉会員 ○ ○
田中啓爾 立正大教授 ○ ○
佐竹義輔 理学博士・国立科学博物館 ○
小林義雄 理学博士・国立科学博物館 ○
三浦伊八郎 元東大教授，林学博士・日本山林会理事長 ○ ○








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































副会長 渡辺銕蔵 元東大教授・議員，東宝会長 △
理事長 田村剛 国立公園専門家 ○ ◎ △






同 芳江勝保 元内務省，山梨県知事 △
同 諸井貫一 秩父セメント社長 △
同 美土路昌一 朝日新聞役員
同 松方義三郎 同盟通信編集長､ 登山家 ○ ◎
同 武部英治 元運輸省官僚，全日本観光連盟理長 ○ ◎
同 岸　衛 国立公園施設協会長 ○ ◎ △
同 関口　泰 元文部官僚，公民教育学者，作家 ○ ◎
監　事 根津嘉一郎 東武鉄道社長
同 林虎雄 長野県知事（社会党）
同 村上義一 元運輸省官僚，参議院議員
注　雑誌『国立公園』No.7，ウエッブ･サイトその他より作成。
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会員は，団体会員と個人会員にわかれ，団体会員（第５條）は，会費年
額３万乃至５万円とする「国立公園及び国立公園に準ずる区域の関係都道
府県」と「関係市町村」，会費１口年額１万円以上とする「関係事業団体」
である。
個人会員は，会費年額1000円の「普通会員」，会費年額2000円以上の「維
持会員」，会費は徴収しない特別会員（特に本会に功労ある者又は学識経験
を以て協力する者）からなっていた。
第４章は，役員について規定した。
協会役員は，会長､ 理事，評議員，幹事の三層構成をとっていた。
初代会長は，参議院議長佐藤尚武，副会長は元東大教授，東宝社長渡辺
銕蔵，常務理事は，厚生官僚飯島稔，元内務省官僚吉阪俊蔵であった。
一般の理事は，表11のとおり11名，それに監事３名，これが執行機関で
あった。その下に評議員が92名と各県代表評議員が33名おかれ，同上の幹
事７名がおかれた。理事長，常務理事は，理事の互選とされた。さらにそ
の下に地方幹事31名がおかれた。
会長は，評議員会により理事の中から「推挙」され，理事は，評議委員
の「互選」により会長の委嘱とされた。評議員は，関係都道府県代表者，
国立公園および国定公園区域内の公益団体代表者，関係事業団体代表者，
学識経験者，官庁代表者などの中から会長の委嘱によって選ばれた。
率直にいって「評議員」以外は，組織論的にはあまり民主的に選ばれる
組織ではなく，国立公園行政当局のお手盛り半官的な組織であった。ただ
問題は，理事，評議員のメンバーの性格であった。
国立公園協会は，戦前から国立公園制度の普及，発展に大きな役割を果
たしてきたわけで，戦後の国立公園協会も，協会の理事レベルでみれば，
自然保護に熱心な理事が多くおり，また評議員の中にも自然保護に熱心な
人が少なくなかった。こうした傾向は敗戦直後の協会の特徴であった。
しかし国立公園協会の役割は，国立公園の自然保護を強調するよりは，
国立公園の拡大，充実，国立公園施設の充実，とくに観光的な利用の拡大，
敗戦直後における国立公園制度の復活（下）
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充実に力点をおいていたように思われる。
したがって会長は，自然保護にはまったく関係してこなかった外務省出
身で参議院議長の佐藤尚武であり，実業界からは，副会長渡辺銕蔵（東宝
会長），諸井貫一（秩父セメント社長），監事根津嘉一郎（東武鉄道社長），
国立公園官僚からは，田村剛，飯島稔，厚生大臣橋本龍伍，観光業界から
全日本観光連盟理事長の武部英治など，概して政府の方針に理解のある陣
容であった。自然保護への関心については，田村，飯島，武部以外は必ず
しも熱心な人たちではなかった。
さらに評議員，地方評議員は，もっぱら地方官庁の役人が多かった。
なお規約では，第８章で「地方に支部を置くことができる」と規定して
いるが，戦後の国立公園協会は，戦前のように地方で国立公園設立運動の
ような目立った活動をおこなっていないように思われる。
いずれにしろ，こうして国立公園協会の復活は，戦前の国立公園制度の
復活を象徴するものであった。
注
（１）　前掲『自然保護のあゆみ』，71頁。
（２）　通産省編『電機事業再編成20年史』，1972年，電力新報社，55－7頁。
（３）　前掲『自然保護のあゆみ』，86－7頁。
（４）　同上，97頁以降参照。および「財団法人国立公園協会再発足について」，
雑誌『国立公園』No.７，1950年４月，29頁。
（５）　同上，29頁。
（６）　「趣意書」，規約，「事業計画」については，同上，29－31頁。
（７）　前掲拙著『国立公園成立史の研究』，80－1頁。
（８）　後に詳論するように，国立公園内の産業開発か自然保護かというアンビ
バレントな対立に際して，国立公園派は，観光の意義を重視し，産業開発
による自然の犠牲を観光開発によって救おうとの意図がみられる。もっと
もそうした戦略的方針は，戦後後期から高成長期にかけて，一人歩きし，
国立公園の観光的利用を増幅し，観光開発を急増させることになるのであ
る。
